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じくも

県立武道館（佐久市）が、３月26日に開館しました。
　県立武道館は、長野県の武道振興の拠点となる「武道の聖地」をコンセプトに、カラマツやアカ
マツなどの県産材をふんだんに利用し、素足で競技する武道に合ったしつらえとなっています。
　構造は、柔・剣道場６面をとれる主道場、柔道場、剣道場を備えているほか、 武道以外のイベン
トなど多目的に利用できます。　
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令
和
二
年
度  

長
野
県
林
務
部
の
主
要
施
策
の
概
要

　
　
美
し
く
豊
か
な
木
と
森
の
文
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
生
・
創
造
を
目
指
し
て

本
県
の
森
林
資
源
は
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

よ
っ
て
利
用
期
を
迎
え
て
い
る
一
方
、
年
間
素
材
生
産
量

は
五
十
四
万
㎥
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
十
分
に
活
用
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
森
林
所
有
者
の
世
代
交
代
や
過
疎
化
等
に
よ
り
、

森
林
と
人
と
の
関
係
は
希
薄
に
な
り
、
地
域
の
森
林
を
自
立

的
・
持
続
的
に
管
理
す
る
体
制
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
で
は
、

県
内
に
も
激
甚
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
今
後
も
、
山

腹
崩
壊
や
土
石
流
、
流
木
や
倒
木
に
よ
る
災
害
な
ど
、
山

地
災
害
の
頻
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
森
林
資
源
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
昨
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
森
林
管
理
の
体
制
づ
く
り
を
し
つ

つ
、
ス
マ
ー
ト
林
業
の
普
及
定
着
・
高
性
能
林
業
機
械
の
計
画
的
な
配
備
等
に
よ
り

生
産
性
の
高
い
林
業
経
営
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
森
林
づ
く
り
県
民
税
等

を
活
用
し
て
、
県
土
の
強
靭
化
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
県
民
協
働
の
森

林
づ
く
り
等
を
進
め
ま
す
。

令
和
二
年
度
当
初
予
算
の
一
般
会
計
の
総
額
は
、百
六
十
九
億
六
千
七
百
九
十
七
万
八
千

円
で
す
。「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
二
・
〇（
長
野
県
総
合
５
か
年
計
画
）」
の
具

現
化
に
向
け
、
喫
緊
の
重
要
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
編
成
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
、「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
二
・
〇
」

に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

収
益
性
と
創
造
性
の
高
い
林
業
の
推
進

  

森
林
経
営
管
理
制
度
の
円
滑
な
運
営

●
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
森
林
を
、
所
有
者
に
代
わ
っ
て
市
町
村
が

経
営
管
理
を
行
う
森
林
経
営
管
理
制
度
に
つ
い
て
、

市
町
村
の
取
組
や
広
域
連
携
体
制
づ
く
り
等
を
支

援
し
、
制
度
の
円
滑
な
導
入
を
図
り
ま
す
。

  

次
世
代
を
担
う
組
織
・
人
づ
く
り

●
林
業
現
場
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
安
全

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
伐
倒
作
業
の
訓
練
装
置
の
導

入
、
林
業
大
学
校
の
設
備
の
充
実
等
を
進
め
ま
す
。

●
新
規
就
業
者
を
確
保
す
る
た
め
、
情
報
発
信
の
強

化
、
Ｖ
Ｒ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に　

よ
る
林
業
体
験
の
提
供
な
ど
に
よ
り
、
若
年
層
へ

の
林
業
の
認
知
度
等
の
向
上
を　

図
り
ま
す
。

  

革
新
的
な
技
術
を
活
か
し
た
林
業
の
生
産
性
の
向
上

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先
進
的
な
技
術
を
活
用
し
た
「
ス
マ
ー
ト
林
業
」
の
取
組
に
つ
い
て
、

　

広
葉
樹
の
資
源
把
握
の
実
証
や
人
材
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

●
ド
ロ
ー
ン
等
の
活
用
に
よ
り
造
林
作
業
に
必
要
な
設
計
・
施
行
管
理
の
省
力
化
を

　

図
る
ほ
か
、
補
助
率
の
嵩
上
げ
に
よ
り
人
工
造
林
を
支
援
し
、
主
伐
の
促
進
、
持

　

続
的
な
林
業
を
推
進
し
ま
す
。

  

県
産
材
の
供
給
体
制
整
備
や
需
要
拡
大

●
県
産
材
の
利
用
促
進
や
、
木
材
産
業
等
の
競
争
力
の
強
化
の
た
め
の
取
組
に
つ
い

　

て
、
加
工
、
流
通
に
関
す
る
施
設
や
木
質
バ
イ
オ

　

マ
ス
の
利
用
施
設
等
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

●
非
住
宅
分
野
に
お
け
る
県
産
材
の
利
用
を
推
進
す

る
た
め
、
県
内
の
木
材
加
工
事
業
者
に
情
報
提
供

や
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
す
る
と
と
も
に
、
木
材
加
工
事
業
者
のJA

S

（
日
本
農
林
規
格
）の
取
得
や
、
多
く
の
県
民
が
利

用
す
る
オ
フ
ィ
ス
や
店
舗
等
の
施
設
の
木
質
化
を

支
援
し
ま
す
。



【
主
な
関
連
事
業
】

　
森
林
経
営
管
理
体
制
支
援
事
業（
四
千
七
百
七
十
九
万
八
千
円
）

　
林
業
労
働
力
対
策
事
業（
七
百
二
万
二
千
円
）

　
信
州
の
森
林
づ
く
り
事
業（
人
工
造
林
支
援
）（
四
千
八
百
六
十
万
円
）

　
地
消
地
産
に
よ
る
木
の
香
る
暮
ら
し
づ
く
り
事
業（
九
千
三
百
五
十
七
万
五
千
円
）

【
主
な
関
連
事
業
】

　
信
州
の
森
林
づ
く
り
事
業（
二
十
四
億
八
千
九
百
五
十
一
万
二
千
円
）

　
公
共
治
山
事
業（
四
十
二
億
四
千
百
五
十
六
万
三
千
円
）

　
松
林
健
全
化
推
進
事
業（
二
億
二
千
七
百
四
十
四
万
九
千
円
）

　
野
生
鳥
獣
総
合
管
理
対
策
事
業（
二
億
八
千
三
百
四
十
三
万
四
千
円
）

【
主
な
関
連
事
業
】

　
里
山
整
備
利
用
地
域
活
動
推
進
事
業（
四
千
四
百
万
円
）

　
観
光
地
等
魅
力
向
上
森
林
景
観
整
備
事
業（
三
千
五
百
万
円
）

　
学
校
林
等
利
活
用
促
進
事
業（
一
千
七
百
九
十
七
万
五
千
円
）

　
信
州
ジ
ビ
エ
総
合
振
興
対
策
事
業（
一
千
百
三
十
八
万
四
千
円
）

県
土
の
強
靭
化

  

災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
の
推
進

●
航
空
レ
ー
ザ
測
量
や
人
工
衛
星
の
デ
ー
タ
を
活
用

　

し
、
危
険
性
の
高
い
箇
所
を
絞
り
込
ん
で
効
果
的

　

に
森
林
整
備
や
治
山
施
設
整
備
を
行
う
ほ
か
、
主

　

要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
沿
い
の
危
険
木
を
伐
採
す
る

　

な
ど
倒
木
対
策
を
進
め
ま
す
。

  

森
林
病
害
虫
や
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進

●
松
く
い
虫
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
人
工
衛
星
画
像
等
を
活
用
し
て
被
害
レ
ベ

　

ル
の
見
え
る
化
を
図
り
つ
つ
、
伐
倒
駆
除
や
樹
種
転
換
等
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合

　

的
な
対
策
を
進
め
ま
す
。

●
野
生
鳥
獣
に
よ
る
様
々
な
被
害
に
対
し
て
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
総
合
的
な
管

　

理
対
策
を
進
め
る
ほ
か
、
技
術
力
を
有
す
る
ハ
ン
タ
ー
等
の
育
成
を
通
じ
、
地
域

　

に
お
け
る
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　【
森
林
政
策
課
】

個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
推
進

  

里
山
等
の
地
域
資
源
で
自
立
し
た
社
会
の
構
築

●
「
里
山
整
備
利
用
地
域
」
で
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が

　

主
体
的
に
行
う
里
山
の
整
備
や
利
活
用
に
対
す
る
支

　

援
や
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
な
る
人
材
の
育
成
等

　

を
、
森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
て
行
い
ま
す
。

  

森
林
の
多
面
的
利
活
用
の
推
進

●
観
光
地
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
景
観
対
策
を
強

　

化
す
る
と
と
も
に
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
施
設

　

改
修
、
学
校
林
の
整
備
や
林
業
体
験
学
習
な
ど
に

　

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
森
林
づ
く
り
県
民
税
を

　

活
用
し
進
め
ま
す
。

●
信
州
ジ
ビ
エ
の
振
興
に
つ
い
て
、
生
産
施
設
整
備

　

の
支
援
等
を
通
じ
て
安
定
的
な
供
給
体
制
を
整
備

　

し
ま
す
。
ま
た
、
県
営
業
本
部
で
販
路
の
確
保
や

　

消
費
拡
大
の
た
め
の
営
業
活
動
を
行
い
、
信
州
ジ

　

ビ
エ
の
付
加
価
値
を
高
め
る
取
組
を
進
め
ま
す
。



トピックス

戦
後
に
植
林
さ
れ
た
木
々
が
成
熟
し
、

充
実
し
た
森
林
資
源
は
本
格
的
な
利
用
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
、
東
信
地

方
を
中
心
と
し
て
主
伐
に
よ
る
素
材
生
産

が
増
加
し
て
お
り
、
素
材
生
産
体
制
に
あ

わ
せ
た
伐
採
か
ら
植
栽
ま
で
一
貫
し
て
行

う
作
業
シ
ス
テ
ム
や
高
性
能
林
業
機
械
の

導
入
、
コ
ン
テ
ナ
苗
木
の
活
用
な
ど
、
利

用
に
向
け
た
取
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

他
に
も
、
主
伐
の
分
野
に
限
ら
ず
、
森
林

資
源
の
有
効
活
用
に
向
け
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
林
業
の
取
組
み

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
よ
っ
て
主
伐

や
資
源
の
利
活
用
が
進
ん
で
き
て
い
る
一

方
、
本
県
の
森
林
資
源
を
継
続
的
に
有
効

活
用
し
、
収
益
性
の
高
い
林
業
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
主
伐
に
よ
る
素
材
生
産
や

主
伐
後
の
再
造
林
、
県
産
材
の
利
用
拡
大

を
今
後
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。こ

こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
令
和
二
年
度
か
ら
新
た
に
行
う

取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
補
助
用
件
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
振
興

局
林
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　【
森
林
政
策
課
・
信
州
の
木
活
用
課
】

林林林林林林林林林林林林林林
森
林
森
林
森
林
森森森森森森森森森森森森
の
森
の
森
のののののの
県
の
県
ののの
県県県県県県
野
県
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
長長長長長長長長長長長長

す
る
長長長長長長長
るるるるるるるるる
すすすすすす
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森森森森
林
森
林

て
〜
てててて
けけけけけけ
向
け
向
け
向向
に
向
に
用
に
用
利
用用用用
利利利利利利利
林
・
利
林林林林林林林林林林林林
造造造造造
再
造
再
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再再再
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長野県の森林資源量と素材生産量の推移

 

【
再
造
林
を
支
援
し
ま
す
】

主
伐
後
の
再
造
林
に
お
け
る
森
林
所
有
者

の
金
銭
的
負
担
の
大
き
さ
が
、
主
伐
が
進
ま
な

い
理
由
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

主
伐
後
の
地
拵
え
、
人
工
造
林
及
び
獣
害
対
策

に
つ
い
て
、「
信
州
の
森
林
づ
く
り
事
業
」
の

補
助
率
を
15
％
嵩
上
げ
し
、「
伐
っ
て
・
植
え
て
・

育
て
る
」
持
続
的
な
林
業
を
推
進
し
ま
す
。

 

【
県
産
材
で
の
木
質
化
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
し
ま
す
】

県
産
材
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
飲
食
店
な
ど
の

店
舗
や
、
事
務
所
な
ど
の
職
場
を
、
県
産
材
を
活
用
し
て
魅
力
あ
る
空
間
へ
と
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン（
改
修
工
事
）す
る
皆
さ
ま
に
対
し
、
支
援（
木
づ
か
い
空
間
整
備
事
業
）

を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
内
装
の
木
質
化
や
陳
列
棚
・
テ
ー
ブ
ル
等
の
木
製
品
の
設
置
を
対

象
と
し
て
、
上
限
事
業
額
ま
で
の
費
用
に
つ
い
て
、
内
容
に
よ
り
二
分
の
一
か
ら
四

分
の
三
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
施
設
の
木
質
化
に
関
心
を
お
持
ち
で
し
た
ら
、
事

業
の
活
用
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
事
業
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
産
材
利
用
推
進
室
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
、
四
月
下
旬
頃
か
ら
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

　【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】

　【
県
産
材
利
用
推
進
室
】



トピックス

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
森
林
を
散
策
し
ま
せ
ん
か

塩
尻
市
の
東
部
の
里
山
に
位
置
す
る
長
野
県
林

業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
森
林
教
室
」
や
「
森

の
勉
強
会
」、「
林
業
作
業
体
験
講
座
」
を
開
催
し
、

県
民
の
皆
様
に
森
林
・
林
業
に
親
し
む
き
っ
か
け

と
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
四
月
の
開

催
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
多
く
の
木
々
が
花
を
咲
か
せ
、
繁
殖
期
を
迎
え
た
鳥
た
ち

の
さ
え
ず
り
で
と
て
も
賑
や
か
な
季
節
で
す
。
予
断
を
許
さ
な
い
ウ
イ
ル
ス
と

の
戦
い
は
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
普
段
と
変
わ
ら
ず
に
生
き

て
い
る
森
の
生
き
物
に
目
や
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
も
、
癒
し
の
一

つ
と
し
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
の
と
こ
ろ
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
森
林
へ
の
入
場
制
限
は
予
定
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
少
人
数
で
、
静
か
に
、
気
候
の
良
い
時
期
を
見
計
ら
っ
て
森
林

を
お
訪
ね
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
中

止
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
行
事
に
つ
き
ま
し
て
も
、

心
配
が
な
く
な
り
次
第
再
開
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
時
は
是
非
と
も
ご
参
加
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

再
開
の
情
報
な
ど
は
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
当
該
企
画
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　【
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
指
導
部
】

　4 月以降、春の芽吹きが進みます。皆さんも家庭や職場の緑化や身近な山や森林に
足を運んでいただき、緑と触れ合ってみませんか。

　県では、毎年 「ふるさとの森づくり県民の集い」 （県植樹祭）を行っています。令和
元年度は、６月８日（土）に木曽郡木曽町三岳「御岳ロープウェイ」及び隣接の黒沢
御岳国有林において開催しました。
　緑の募金活動によりご協力いただいた「緑の募金」は、多くの「人と緑」をつなげ
る活動に役立てられています。

※令和２年度の県植樹祭に
つきましては、決定次第、プ
レスリリース等でお知らせい
たします。

【長野県 林務部 森林づくり推進課】 植樹の様子

街頭募金の様子



 お知らせ

４月 記念市のご案内

◆製品　　　　　　　  セリ売
　　    〈本部事務所〉　４月18日（土） 

◆原木『春季謝恩市』
　　　〈荻原事務所〉　４月21日（火）　　入札開札　  13時　保証金10万円
　　　〈坂下事務所〉　４月22日（水）　　入札開札  　13時　保証金10万円

５月の市売りのご案内
本部事務所（製品）荻原事務所（原木）坂下事務所（原木）国有林土場等活用委託販売市売日
新緑まつり
5月16日（土）

5月19日（火） 5月13日（水） 5月12日（火）

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　  ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。新型コロナウイルスの感染状況により、市売りの日程及び入札方法等を
変更させていただく場合があります。

新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、中止させていただきます

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com
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一
日
付



県森連だより

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日
、
長
野

県
林
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル（
長
野
市
）で
、

長
野
県
林
業
職
員
協
会
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
県
森
連
髙

田
専
務
理
事
に
よ
る
来
賓
挨
拶
に
引
き

続
き
議
事
が
行
わ
れ
、
議
長
に
は
武
井

会
長（
松
本
広
域
森
林
組
合
参
事
）が
就

任
し
ま
し
た
。

議
事
は
、
第
一
号
議
案
・
令
和
元

年
度
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
の

承
認
か
ら
、
第
四
号
議
案
・
役
員
改
選

ま
で
審
議
の
上
、
原
案
通
り
承
認
・
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
北
信

令
和
二
年
度
に
松
本
市
で
実
施
を

予
定
し
て
い
る
、
松
く
い
虫
に
よ
る
ア

カ
マ
ツ
被
害
林
の
再
生
と
被
害
材
の
活

用
を
検
討
す
る
事
業
が
、
第
六
回
農
中

森
力
基
金
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
松
本
広
域
森
林
組
合
と

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
が
合
同
で
申

請
し
、
審
査
を
受
け
た
も
の
で
す
。

農
中
森
力
基
金
助
成
事
業
は
、
農

林
中
央
金
庫
が
、
荒
廃
林
の
再
生
事
業

を
中
心
に
、
特
に
地
域
の
模
範
と
な

り
、
高
い
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
る
も

の
や
先
進
性
の
あ
る
も
の
に
対
し
て
助

成
を
実
施
し
、
地
域
の
中
核
を
担
う
林

業
事
業
体
の
事
業
実
施
態
勢
の
整
備
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
採
択
さ
れ
た
事
業
で
は
、
県

内
で
も
松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
被
害

が
拡
大
し
て
い
る
松
本
市
四
賀
地
区
の

ア
カ
マ
ツ
林
を
対
象
に
、
ド
ロ
ー
ン
空

撮
に
よ
る
枯
損
木
の
抽
出
と
資
源
量
把

握
を
行
っ
た
う
え
で
、
枯
損
木
の
有
効

活
用
と
伐
出
手
法
、
そ
の
後
の
更
新
方

法
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
被
害
を
受
け

た
枯
損
木
は
、
伐
倒
後
林
内
で
チ
ッ
プ

化
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
等

へ
の
供
給
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

伐
出
後
は
、
抵
抗
性
ア
カ
マ
ツ
の
植
栽

や
、
林
床
に
侵
入
し
て
い
る
広
葉
樹
の

ア
カ
マ
ツ
被
害
林
再
生
事
業
が

　
農
中
森
力
基
金
助
成
採
択

林
業
職
員
協
会
通
常
総
会
開
催

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
開
催

松枯れ被害の進行する事業実施予定地

長
野
県
森
連
で
は
、
令
和
二
年
三

月
二
十
七
日
に
、
長
野
県
林
業
セ
ン

タ
ー
ビ
ル（
長
野
市
）で
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
講
師
に（
一
財
）長
野
経

育
成
を
行
い
、
地
域
の
森
林
再
生
の
方

向
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

州
森
林
組
合
の
南
都
業
務
係
長
が
就
任

し
ま
し
た
。

長
野
県
林
業
職
員
協
会
は
、
市
町

村
や
森
林
組
合
の
林
業
に
携
わ
る
職
員

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
研
修
や
情
報
交

換
の
場
を
設
け
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
美
し
い
森
林
を
未
来
に
引
き
継
ぐ

方
策
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
林
業
基
本
問
題
研
究
会
を
開
催

し
、
県
産
材
の
大
口
納
入
先
で
あ
る
、

㈱
キ
ー
テ
ッ
ク
山
梨
工
場
の
見
学
を

行
っ
た
ほ
か
、
静
岡
県
内
の
地
元
産
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
た
建
築
物
を
訪

れ
、
木
材
利
用
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
が

果
た
す
役
割
や
活
用
用
途
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

十
月
に
長
和
町
で
予
定
し
て
い
た

県
大
会
は
台
風
19
号
の
影
響
で
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
支
部

単
位
で
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
知
見
を

深
め
る
研
修
が
開
催
さ
れ
、
組
織
間
で

の
情
報
交
換
や
職
員
の
交
流
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

済
研
究
所
主
席
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
風
間

登
志
子
氏
を
お
招
き
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
定
義
と
組
織
に
お
け
る
不
適

正
事
案
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
そ
の
予

防
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
研
修

の
な
か
で
は
、
過
去
の
不
適
正
事
案
等

を
例
に
、
組
織
の
お
け
る
内
部
牽
制
の

重
要
性
や
、
内
部
・
外
部
通
報
窓
口
の

有
効
性
、
オ
ー
プ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

森
林
組
合
系
統
で
は
、
過
去
の
不

適
正
事
案
を
省
み
て
、
信
頼
回
復
と
再

発
防
止
の
観
点
か
ら
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
態
勢
の
強
化
が
不
可
欠
で
す
。
系
統

の
健
全
な
発
展
の
た
め
、
役
職
員
個
々

が
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
、
日
々
の
業

務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

系統利用
優良森林組合

＜購買事業＞
松本広域森林組合
信州上小森林組合
長 野 森 林 組 合
飯 伊 森 林 組 合
佐 久 森 林 組 合

お
詫
び
と
訂
正

N
o
．
3
6
2
号
の
系
統
利
用

優
良
森
林
組
合
の
一
覧
で
「
購
買
事

業
」
の
記
載
順
番
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。正
し
く
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。



令
和
二
年
四
月
十
日
発
行　

長
野
の
林
業
通
巻
三
六
三
号

発　

行

長
野
の
林
業
編
集
委
員
会

長
野
市
岡
田
町
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

事
務
局

電
話
〇
二
六(

二
二
七)
五
〇
一
五

電
話
〇
二
六(

二
二
六)
五
六
二
〇

Ｅ
メ
ー
ル N

agarin-center1@
qa3.so-net.ne.jp

Ｅ
メ
ー
ル rinfukyo@

giga.ocn.ne.jp

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー

長野県の木材市況


